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パーソナルヘルスレコード PHR 個人健康記録

•電子カルテ（EHR：Electronic Health Record)
• 医療者は患者に関する診療情報を保存し、その記録を使用して診断や治療方
針決定のために、正確な記録システムを維持する義務がある。

• 医療側からの記録、報告データにより作成されている。
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•パーソナルヘルスレコード PHR（Personal Health Record)

•患者によって管理される自分の健康医療に関する記録
•自分の判断で、他の医療機関に見せたり研究に提供したりできる。
•医療記録は電子カルテから提供され、健康記録は自分で登録する。

• 医療側の記録のうち、今後の健康管理のために正確に知っておくべき重要で関心の
ある記録を自分のこととして管理、参照し、健康の自己監視をしたい。

• さまざまな健康関連機器（運動量計、体重計、血糖測定器、睡眠計、ウエアラブルウ
オッチなど）からのデータも受け入れて管理したい。

• 医療機関以外での健康医療サービスを受けるときに、自分の正確な健康記録・医療
記録を見せて良いサービスを受けたい。



PHRとEHR
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⽂献検索で⾒るPHRコンセプトの黎明期
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Br Med J. 1959 Mar 7;1(5122):640-2

[New type of personal (medico-social) health 
record for use in the new organizations for 
assistance and treatment of the institutionalized aged]. 
Silingardi P, Salardi C. G Gerontol. 1969 Nov;17(11):1115-37. Italian.

Computerisation of personal health records. Health 
Visit. 1978 Jun;51(6):227.

Gawthorn EC. Personal health records (PHR). Aust 
Family  Physician. 1983 Jun;12(6):466-8.

⾚ちゃんが1暦⽉以上⽣まれた⺟親のコホートは、⽣まれたばかりの
⾚ちゃんの個⼈的な健康記録を与えられた後、8〜11か⽉追跡されま
した.⺟親の 8%	が記録を紛失し、さらに 3	⼈が⼊院中に記録を渡され
なかったと述べた。合計 10%	の⺟親が記録をなくしたか置き忘れてい
ました。記録を失う可能性が⾼い⺟親を特定する特定の⼈⼝統計学的

Personal health records: an evaluation. O'Flaherty S, 
Jandera E, Llewellyn J, Wall M. Personal health records: an 
evaluation. Arch Dis Child. 1987 Nov;62(11):1152-5

From electronic medical record to personal health 
records: present situation and trends in European 
Union in the area of electronic healthcare records. 
Iakovidis I. Stud Health Technol Inform. 1998;52 Pt 
1:suppl 18-22.
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PLS (パーソナルライフストレージ・システム)は、東京⼤学医学部附属病院と⽇本総合システム
(株)の共同研究において、⾃分の健康情報を⾃⾝で管理でき、医師とも共有できることをコン
セプトとし開発された健康情報管理システムです。

東⼤病院発
医師と健康情報を共有できるWebアプリ・・・

東京⼤学医学部附属病院
企画情報運営部

パーソナルライフストレージ・システム



多様な⼊⼒と多様な⾒せ⽅
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様々な⾒せ⽅いろいろなデータ⼊⼒⽅法

様々な計測値の最新値まとめ
て⾒せたり、ある期間のグラ
フを⾒たり、⼀週間分のデー
タを⼀覧でまとめて⾒たりす
ることができます。

⼀週間表⽰

最新値表
⽰

グラフ表⽰

メールによる登録

症状⽇記表⽰

痛みやワクチン接種に伴う副
反応の程度をピクトグラムで
表⽰します。

測定値の登録はアプリからの⼊⼒に加え、リマン
ダーメールの返信に要るメール登録や、他のヘル
スケアサービスとの連携による⾃動登録ができま
す。Health PlanetとOMRON Connect に対応し
ています

サービス連携による⾃動登録



利⽤者向けアプリ登録したデータは、いろいろな
⾒⽅ができます。



利⽤者向けアプリワクチン接種や関節痛等の⾃覚
症状を記録する事ができます。
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さまざまな家庭の健康測定機器のデータを
それぞれのクラウドサービスを経由して取り込む

タニタヘルスリンク社の Health Planet
オムロンヘルスケア社の OMRON Connectに対応

⾎圧計活動量計
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患者は利⽤者向けアプリ、リマインドメールへの返信、
Health Planet等とのサービス連携を使⽤して健康情報を登
録し、⾃⾝の健康管理に役⽴てる事ができる。

PLS

健康管理サービス

サービス連携によ
りHealth Planet等
で登録した健康情
報を⾃動的に取り
込む

リマインドメール
への返信で健康情
報を登録する

家庭の健康情報管理サービスとの連携機能



⽣活圏で得られる健康情報を
PCやタブレットPCから閲覧
できます。利⽤者が患者の場
合は医師、企業の社員の場合
は産業医が参照することを想
定しています。

健康情報を医師の診察に役⽴てる



医療者が患者の健康情報を参照できる
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医療者が患者の健康情報を参照する際は、医療従事者向け
アプリを使⽤する他、診療中に電⼦カルテからPLSを呼び
出して患者の健康情報を表⽰する仕組みが⽤意されている。

PLS病院

電⼦カルテから
PLSを呼び出す
仕組みがある

PLSに登録された
患者の健康情報を
参照する



医療従事者向けアプリ患者⼀覧画⾯で測定値を
確認できます。



⼀週間分のデータを
まとめて確認できます。

医療従事者向けアプリ



家庭での健康測定値の
最新値を医師が確認できます。 医療従事者向けアプリ



グラフでデータの変動を
確認できます。

医療従事者向けアプリ
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産業医とのコミュニケーションツールとして

・⻑時間労働
・ストレスチェックで⾼ストレス者
・定期健康診断で異常所⾒

産業医⾯談では、従業員の健康状態の
改善や疾病予防、本⼈も気付いていな
い⾝体からのSOSを発⾒することを⽬
的とし、睡眠や⾷事、運動習慣、飲酒
や喫煙などの⽣活習慣を把握し、健康
指導を⾏います。

健康診断、ス
トレスチェッ

ク

産業医による
健康相談

⽇々の健康管
理

定期健康相談

PLSは個⼈で始められ企業でも利⽤できる。

プライベートな情報 本⼈の意思で情報の⾮表⽰や削除ができます
データフォーマット 医療機関SS-MIX2準拠しています



百貨店健康保険組合での活⽤研究事例
〜毎⽇忘れずにデータ登録を促す機能を備えたPLS 〜

• データ登録お知らせメールの通知に
より、測定と記録の習慣が付いた⽅
は、⻑く継続して利⽤されると期待
される。

• PLSのグラフ表⽰により⾎圧の傾向
を確認できるようになり、家でも⾎
圧が⾼い場合には受診をするといっ
た⾏動変容に好影響を及ぼしたと考
えられる。

⾎圧の⾼い従業員にPLSを使⽤してもらい、システムの利便性・有⽤性を評価する研究を
⾏った。

東京⼤学⼤学院医療情報学分野 脇嘉代らによる



多施設の電子カルテとPHRの
社会統合を目指して
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目指すところ
医療DXの加速化によって、国民ひとり一人の健康増進、医療提供、医療研究開発
の場における健康医療情報の管理と活用を、バーチャルに一体化する。

①データ利活用による革新的な医療開発を促進し、
② 常に新しい医療を患者に提供し

③ 国民の生涯の健康を増進する。

標準化された
デジタル医療データ

新しい医療
個別医療⽀援

医療DXを⽬指す
デジタルツイン

⽣涯の健康管理
医療データ

データにもとづく
医療開発

医療の場 国⺠ひとり⼀⼈

医療研究開発の場
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次世代の健康医療情報管理プラットフォーム
PLAneTs

このコンセプトを実現するために
FHIRサーバを活用したプラットフォームのプロトタイプを構築し、次世代EHRプラット

フォームPLAneTsと呼んでいる。

• 医療機関が管理する業務記録としての医療記録（従来からの電子カルテに相当）
• 患者の生涯の包括的な健康記録としての医療記録
この両面性を実現する健康医療情報管理を、ひとつのプラットフォームで実現する。
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次世代健康医療記録の管理を目指したPLAneTS

• クラウド上のFHIRサーバが医療施設ごとに論
理的に構築されており、通常の診療では、
自施設専用のFHIRサーバにのみ診療情報を
記録する。

• 各FHIRサーバのデータは、施設横断的に
患者管理FHIRサーバに自動コピーされる。

• 医療機関が、他医療機関の情報や患者が記録
する情報にアクセスする場合：
• 患者管理のサーバに、患者の許諾を得た上でアク
セスする。

• すべての医療機関は、自施設用電子カルテか、
患者管理サーバかの2つだけにアクセスできれ
ば、その患者のすべての健康医療情報にアク
セスできる。

• 患者は患者管理サーバの自分のデータにPHR
としてアクセスでき、健康情報を追記できる。

• 患者管理サーバのデータは、施設横断的患者
横断的な仮名記録二次利用サーバにコピーさ
れ、匿名加工に供される。

患者管理用に施設間
を統合したただひとつ
の論理的なFHIRサー
バが運用される。

PLAneTs上には、施設ご
とに施設の数に相当する
FHIRサーバが論理的に
構成され運用される。

クラウド（リモート）

ローカル

患者個⼈
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３つの基本コンセプト

本⼈主体管理：
個⼈に基づく健康医療情報は医療提供機関単位ではなく、本
⼈（患者等）単位で１記録とし、そのバックアップコピーを
恒常的に預かる組織が運⽤されることを前提とする。

本⼈・医療提供者間での情報共⽤：
本⼈と医療提供者は、医療時に医療情報を共⽤する（明⽰的
に拒否する場合を除く）。

⾃他共栄：
より良い医療を開発して他の患者への診療にも将来貢献する
ために、仮名化した医療情報を安全に⼆次利⽤することを前
提とする

NeXEHRS コンソーシアム
2019年９⽉６⽇設⽴

https://nexehrs-cpc.jp/

2022年9月に一般社団法人化しました。

https://nexehrs-cpc.jp/
https://nexehrs-cpc.jp/
https://nexehrs-cpc.jp/
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• 個人に基づく健康と医療の情報を医療提供機関単位ではなく、自分単位でひとつの生涯ディ
ジタル記録とし、それを医療機関だけでなく本人が主体的に管理できる制度とシステムの構
築
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これから進めていく3つの課題

1.  国⺠⾃ら⽣涯管理できる健康医療情報のディジタル化と標準化の推進

2. ⾃分の健康医療情報をひとり⼀⼈が意思表⽰だけで
医療研究開発にデータ提供でき安全に活⽤できる技術的・社会制度的環境の整備

3.    健康医療データを活⽤した臨床研究、研究開発を推進する⼈材育成と研究開発投資

• より良い医療を開発のために、個人が意思表示さえすれば、自分の健康医療データが標準
化され匿名化され形式で、研究開発用に二次利用に回されるシステムの構築

• データを活用した研究を強力に推進するための投資を強化することが人材育成にも繋がる。
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健康医療情報を⾃分と社会に役⽴てるには



ご清聴ありがとうございました。


